
　皆さんは、ピロリ菌を知っていますか？最近は、テレビや新聞
などでもよく目にすることがあるので、一度は聞いたことがある
と思います。
　ピロリ菌 の 本 当 の 名 前 はヘリコバクター・ピロリ菌

（Helicobacter pylori ）といいます。ヘリコはヘリコプターと
同じ語源の「らせん」「旋回」という意味で、バクターはバクテ
リア：細菌という意味です。ピロリは、胃の出口（幽門）のことを
英語でピロルスからきています。胃の出口に住む、ヘリコプター
の羽のような、らせん状の鞭毛をもつ細菌という名前です。
　この菌が発見された歴史はまだ浅く、1980年代にオーストラ
リアのロビン・ウォレン博士とバリー・マーシャル博士により胃の
生検材料から細菌の分離培養に成功し世界で初めて胃内の
ピロリ菌が発見されました。この功績により、二人は、2005年に
ノーベル医学・生理学賞を受賞しています。

2. ピロリ菌は胃がんにも
      関係あるってホント？

　本当です！ピロリ菌は胃がんの原因菌で、胃がんの人の
98-99％はピロリ菌に罹ったことがある、もしくは今も罹っている
人から発症します。一方、ピロリ菌にかかったことのない人から
は、ほとんど胃がんの発生はありません。
　また、2014年の9月に、世界保健機構（WHO）の下位機関
である国際がん研究機構（IARC）が胃がんの約80％はピロリ
菌感染が原因で、除菌によって胃がん発症を30-40％抑制で
きると報告しています。ピロリ菌が胃がんの原因菌であること
が、世界の常識となりました。

3. ピロリ菌はほかにどんな病気と
      関係があるの？

　ピロリ菌は胃がん以外にも、胃潰瘍や、十二指腸潰瘍、慢
性胃炎、胃MALTリンパ腫など、胃・十二指腸の病気と深くか
かわっています。また、特発性血小板減少性紫斑病（ITP）と
いったような、血小板が減少する血液の病気や、鉄欠乏性貧
血とも関係していることがわかっています。また、まだはっきりと
は証明されていませんが、慢性のじんましんや動脈硬化とも関
係があるのではないかといわれています。

4. ピロリ菌はどうやって罹るんでしょう？

　ピロリ菌は口から入って来てうつる細菌です。よく、受診者の
方から、昔井戸水を飲んでいたから？と聞かれます。確かに、上
下水道の発達していない国では、感染率が高いことが知られ
ています。また、日本でも、高度成長期以前に生まれた世代では
感染率が高いことがわかっています。現在の日本では、汚染さ
れた水を飲むことがほとんどないので、家族内感染（離乳食の
口移しなど）がメインルートといわれています。また、乳幼児期に
感染しやすく、大人になってからの感染は極めてまれです。で
すから、ピロリ菌陽性と言われたら、子供のころからずっと罹って
いる状態といっていいでしょう。また、大人はうつりにくいので除
菌を行った後は再度感染することも稀です。

5. ピロリ菌がいることはどうやって
      調べられるのでしょうか？

　内視鏡を用いる方法（培養・顕微鏡・迅速ウレアーゼ検査）
と、血液（血中抗体）、尿（尿中抗体）、便（便中抗原）、呼気
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（尿素呼気試験）など、いろいろな方法があります。どの検査
も、100％の精度ではありませんので複数の検査を用いて判
定することもあります。また、検査の目的や、現在の内服薬に
よって適さない検査法がありますので、状況に合った検査を
選択することが大事です。
　また、保険診療では、胃カメラをしていないとピロリを調べる
ことが難しくなっていますが、検診などではオプション検査等で
調べられる施設が多いので、一度も調べたことがない人は、
検診の採血時などに調べてみてはどうでしょうか？

6. 私にもピロリ菌がいるの？

　ピロリ菌の感染率は、あなたが生まれた時代背景に関係し
ます。徳島県総合健診センターで、H25年度に検診を受けた
668人を詳細に検討したところ、1920年代、1930年代生まれの
人 （々2015年に76-95歳の人たち）は、ピロリ菌に罹ったことの
ある人が87％、1940年代生まれでは（2015年に66︲75歳の人
たち）75％、1950年代生まれ（2015年に56︲65歳の人たち）は
57％、1960年代生まれ（2015年に56︲65歳の人たち）は41％、
1970年代生まれ（2015年に36︲45歳の人たち）は31％程度の
感染率でした。急速に感染率が低下していますが、生誕の年
代でかなり差があります。あなたが70歳であれば、ピロリがいる
確率は7︲8割と高く、あなたが35歳であればピロリがいない確
率の方が高いということです。

7. ピロリ菌をやっつけることはできますか？

　できます！半年以内にピロリ菌検査と胃カメラの検査を受け
たことのある人は、除菌療法を保険で受けることができます。
治療法は、お薬を1週間、服用するだけです。薬の内容は、抗
生物質（細菌を殺す薬）を2種類と抗潰瘍剤（胃薬）1種類の
合計3種類の薬を1日2回（朝夕食後）1週間内服します。ただ、
お薬は飲み合わせが悪いものがあるので、他に飲んでいる薬

がある場合には除菌する前に医師に知らせておく必要があり
ます。
　また、除菌の成功率は70～80％程度といわれています。除
菌が成功しない原因は、きちんと内服できない場合や、抗生物
質に耐性を持っているピロリ菌
の場合です。もし成功しなかった
場合は、薬の種類を変えて再度
除菌することが可能です。二回
目の成功率は、一回目が失敗し
た人の中の80～90％程度と報告
されています。成功しない人が
いるので除菌後は必ず判定を行
うことが重要です。

8. 副作用は必ずあるの？

　大多数の方は、何も副作用がなく終わります。除菌のお薬は
一般的な抗生物質と抗潰瘍剤ですが薬の副作用が出る場合
があります。その多くは軽い下痢（10～30%）･味覚異常（5～
15%）･軽い皮疹（2～5%）などで、治療を中止しなければならな
い副作用が起きることは稀で
す。しかし、頻回の下痢、下血、
発熱、全身の皮疹、全身倦怠
感、喉頭浮腫（アナフィラキシー
ショックで死亡する確率は、
50000分の1と報告されていま
す。）などの重篤な副作用が起
きた場合は中止の必要があり
ますので直ちに内服を中止し
医療機関を受診することが必
要です。

9. 除菌をしたら、胃がんに絶対ならないの？

　日本の多施設で行った研究では、除菌したほうが、除菌をし
なかった人より胃がん発症が3分の1抑制できたということが証
明されました。
　しかし、残念ながら、除菌をしても完全に胃がんを予防するこ
とはできません。除菌をした年齢や、除菌前の胃炎の進み具合
によってリスクが変わります。20歳で除菌する方が、70歳で除菌
するより胃がん予防効果は高いと考えられています。
　また、除菌前の胃炎が進んでいる人の方が除菌後胃がんが
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美波町は、平成 18 年 3 月31日、日和佐町と由岐町が合
併して、誕生しました。日和佐町と由岐町は昔から上灘と呼
ばれており、徳島県の南東部に位置しています。北は阿南
市、那賀町、西は牟岐町、海陽町に接し、南東は太平洋に
望み、暖かい黒潮の良好な漁場を有しています。産業は古く
から漁業が中心であり、漁具・漁法が発達し、延縄や定置
網、和船の建造などが工夫されてきました。総面積は 140.85
㎢、人口は、7,487 人、（平成 26 年 12 月31日現在、住民
基本台帳調査値）です。高齢化率 43.0％、後期高齢者の率
も25.5％と高齢化の進んでいる町です。

健康づくり事業は保健師 4 人、管理栄養士 1 人で担当し
ています。

当町では、少子高齢化、母子家庭また支援の必要な子ど
もが増える中、子育てに悩むお母さん方の支援に重点をおい
た母子保健事業に力を入れています。各種健診や相談の中
で、特に、4・5 歳児健診や、すくすく美波っこ事業を実施し、
子どもの育ちを支えるためのあそびの相談教室、教育相談、
言語相談、スクールカウンセリングなどの事業を幼稚園、保育
園、教育委員会、学校と連携し実施しています。

成人保健事業では、特定健診・特定保健指導を中心に、
各種がん検診、健康相談等の事業を行っています。受診率
向上のための全戸訪問は今年で 7 年間、実施しています。

悩みの種は、がん検診の受診率が、婦人がん検診（乳が
ん検診、子宮頸がん検診）で約 20％、胃がん検診、肺がん

検診、肺がん検診については 10％前後の受診率と低いことで
す。健診受診率の向上のため、がん検診推進事業に合わせ
て節目検診事業を町独自に実施し、節目年齢の方に集団で実
施するすべての検診（特定健診・各種がん検診）を無料で
受診できるクーポンを発行するなど、検診受診のきっかけづくり
に努めています。まずは、健診を受けていただき、しっかり受
診後のフォローを行っていくことを基本として活動しています。

今後も母子から成人までライフサイクルに応じて継続した保
健事業を展開し、住民の皆さんの健康づくりのため活動してい
きます。各種事業への参加をよろしくお願いします。

発見されやすいことがわかっています。それは、除菌前にすで
に発生していた胃がんが、少しずつ大きくなってきて、目に見える
ようになってくるからといわれています。除菌後3年以内に発見
されるがんが多く、10年たっても発見されることがあるので除菌
後も油断をせず、胃がん検診を受け続けることが大事です。

10. 私は年を取っているので
         除菌しても仕方がないの？

　そんなことはありません。もちろん、他に重大な病気がある場
合や、たくさんお薬を服用している場合などは、除菌しないほう

がよい場合もあります。（主治医と相談してください）しかし、除
菌をして胃がん予防効果が少なくても、胃潰瘍・十二指腸潰瘍
の予防になりますし、確実に胃がきれいになり、胃がんが発見し
やすく変わります。また、あなたが家族内感染の原因になり、孫
やひ孫にうつしてしまう可能性もあるので、家族のためにもぜひ
除菌しておきましょう。

わが町の健康づくり
美波町保健師　榊　一美
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　9月はがん征圧月間として、全国各地でさまざまな行事が展
開されました。徳島県では「健康を考える県民のつどい」が、
徳島県、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構、全国健
康保険協会、徳島県教育委員会の共催により、去る9月11日、
あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）において関係団体、
市町村保健担当者、婦人会等約800人の参加を得て盛大に
開催されました。
　表彰式典では、主催者のあいさつの後、健康づくり推進活

動に功労のあった個人12名と5団体に徳島県知事表彰が贈
られ、続いて、当機構からは、住民の健康づくりと結核並びに
がん予防対策事業の推進に貢献のあった個人6名と2団体に
理事長表彰を贈呈しました。また、よい歯の高齢者として264
名に徳島県歯科医師会長表彰が贈呈されました。
　式典終了後、徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究
部腎臓内科学の土井俊夫教授から「腎臓病～病気は気づ
かない間に進展する～」というテーマで講演がありました。
　その後、株式会社松島組代表取締役松島清照氏から「建
設業者が取り組む喫煙対策について」、精神保健ボランティ
アハート・みよし会長耕地弘氏から「精神保健ボランティアとし
て思うこと」というテーマで、それぞれ日ごろの活動について事
例発表が行われました。
　最後に、全国健康保険協会徳島支部の原田支部長の音
頭で、会場の全員が参加し「健康とくしま憲章」を読み上げ、
健康を考える県民のつどいにおける「健康づくり宣言」を行い
盛況のうちに幕を閉じました。

健康を考える県民のつどい
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ＲＦＬ（リレーフォーライフ）徳島２０14 ～東新町商店街としおかぜ公園の２カ所で開催～

リレーフォーライフとは 1985 年にアメリカワシントン洲シアト
ル郊外で、アメリカ対がん協会の医師が始めたのが最初で、
がん患者やがんを克服した人たち、また、その家族、友人、
医師などが十数人ずつのチ－ムを組み、リレー形式で 24 時
間歩き続けることで、がんと闘う人たちの勇気を称え、社会
支援を呼びかけるイベントです。

徳島県では、徳島市の東新町商店街と小松島市のしお
かぜ公園の 2カ所での開催となりました。今年は、2 週にわ
たり台風の影響に悩まされ天候が心配されましたが、何とか

無事開催されました。
特に、「リレー・フォー・ライフ小松島」においては、初回

から参加している当機構チームも職員が 24 時間交代でタス
キをリレーし、無事に 24 時間歩き続けることが出来ました。

リレー・フォー・ライフはたくさんのボランティアの方々の協
力が必要です。

是非、リレー・フォー・ライフの趣旨をご理解いただき、ご
参加くださいますようお願いいたします。

平成2 6年度
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　9月24日から30日の結核予防週間中に、全国各地で複十字
シール運動キャンペーンが実施されました。
　この運動は、複十字シールの意義や目的を広く一般に伝
え、結核予防の普及啓発を目的として全国一斉に行われま
す。当機構でも「健康を考える県民のつどい」開催時に、あわ
ぎんホールにおいて、徳島県と徳島県婦人団体連合会（全国
結核予防婦人団体連絡協議会徳島県支部）の協力を得て
パンフレットを配布し、結核検診の受診と複十字シール募金運
動への協力を呼びかけました。　
  このような活動を通じて、忘れがちになっている結核に関心
を持っていただければと考えております。　

　複十字シール運動開始日の8月1日に、結核予防会各県支
部が各都道府県知事を表敬訪問し全国一斉にスタートしま
した。
　徳島県でも、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構（結
核予防会徳島県支部）と一般財団法人徳島県婦人団体連
合会（全国結核予防婦人団体連絡協議会徳島県支部）とが
共同で徳島県知事を訪問し、複十字シール運動の意義、目的
をご理解いただき、各自治体から結核予防思想について広く
一般に伝え一層の普及を図っていただくよう運動への協力を
お願いしました。

　NPO法人AWAがん対策募金の主催で「がん検診率向
上プロジェクト」が実施されました。このプロジェクトは若者から
大切な家族や親しい方にあてて、がん検診を勧めるメッセージ
カードを書いてもらい、それを手渡ししたり送ることでがん検診
に関心を持ってもらうというものです。

　当機構でも、若い年代の方にもがんに関心を持っていただ
くとともに、がん検診の受診率の向上のため、四国大学の学
園祭においてパンフレットの配布と無料肺がん検診を行いま
した。自分のため、家族のため、年に1度はがん検診を受けま
しょう。

全国一斉複十字シール運動開始
都道府県知事表敬訪問

結核予防複十字シール運動
キャンペーン

がん検診率向上プロジェクトに参加し
学園祭において無料肺がん検診を実施
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　複十字シ－ル運動
は、世界中の結核を
撲滅し、肺がんやそ
の他の胸部の病気を
なくすため、世界約80
カ国で行われている
募金活動です。日本
の複十字シ－ル運動
は昭和27年にスタ－ト
し、今日まで着実な成
果をあげています。こ
うした活動は皆様の貴重な援助や寄付に支えられてます。
　複十字シ－ル運動を通じて結核や胸の病気に関心を持っ
ていただき、募金へのご協力を賜りますよう心よりお願い申し
上げます。

健康診断の結果が気になる方。
何をどれだけ食べたら良いか悩んでいる方。
当センターでは予約制で栄養相談を行っています。
お気軽にご相談ください。

　当機構では、昨年7月に､ホームページをリニューアルしました。
　是非、新しくなったホームページにアクセスしてみてください。

〜複十字シール運動〜

平成２５年度　募金額　３，１０７，９９５円

当センターにお越しの方は、駐車場より赤の矢印の方向にお進みください。
（近道になります）※実線　：駐車場までの自動車進路、点線　：徒歩進路

駐車場のご案内について

 ホームページについて

カーブミラー

徒歩進路
県立中央病院

徳島バス・市営バス ： 中央病院前下車 徒歩1分
JR蔵本駅下車 徒歩3分

バ　ス
Ｊ　Ｒ

☎（０８８）６３３－２２６６（担当：管理栄養士）
公益財団法人 とくしま未来健康づくり機構

（徳島県総合健診センター）

新ホームページ　
ＵＲＬ　http://www.toku-souken.ne.jp/

  栄 養 相 談

電柱（看板黄色）

お知らせ

血糖値が
気になる方

血液中の脂肪が
気になる方

血圧が
気になる方

尿酸が
高めの方

体脂肪が
気になる方
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